
株式会社スパンクリートコーポレーション

平成１７年９月中間期業績資料



＜会社概要＞
本　社 東京都文京区本郷四丁目９番２５号
営業所 宇都宮営業所　仙台営業所
工　場 宇都宮工場　　岩瀬工場　　熊谷工場（プレテック㈱）
設　立 １９６３年３月
資本金 ３２億９,５８２万２,５００円
従業員 １４９名
事業内容 スパンクリート事業 不動産事業

＜沿　　革＞
６３年　３月 設立　　資本金１千万円

　　　 商号　スパンクリート製造株式会社
６４年　２月 宇都宮市に生産設備完成 営業開始
８３年　３月 スパンクリート合成床工法 販売開始
８９年１１月 茨城県岩瀬町に岩瀬工場完成
９１年　２月 社名を現社名に変更
９１年　９月 株式を公開日本証券業協会店頭登録（ＪＡＳＤＡＱ）

０４年　３月　　 明星プレテック㈱（プレテック㈱に社名変更）を子会社に
０５年　５月　　宇都宮工場・岩瀬工場・設計部　ＩＳＯ９００１取得

会社概要及び沿革



工場
宇都宮工場　
生産能力月産約55,000㎡　（18,608坪）

岩瀬工場　　
生産能力月産約10,000㎡　（19,638坪）

プレテック㈱

　　　熊谷工場

　　

　生産能力　

　　月産約13,000㎡
　　（15,681坪）



所有賃貸ビル

台東区
台東オリエントビル

新宿区
３０山京ビル

文京区
駒込スパンクリートビル

８階建　１,４６６.４㎡ ８階建　１,８８７.１㎡ ９階建　１,６２１.５㎡



八丁堀四丁目分譲マンション
（１２月竣工予定）



経営成績の概要
当中間連結会計期間の当社グループの業績は、売上高が２２億５千２百万円（前年同期比１５．１％増）と
増収になりました。収益については、本業のスパンクリート事業が、前期からの課題であります原材料費
アップの販売価格への転嫁が浸透せず苦戦を強いられていたこともあり、営業利益は６百万円（前年同期
営業損失６千万円）と低水準になりましたものの、経常利益は余資の運用益等も寄与し７千９百万円（前
年同期比６７２．２％増）、中間純利益は、役員退職慰労金の廃止に伴う引当金の一部取崩し益の計上も
あり７千３百万円（前年同期中間純損失３百万円）と増益になりました。

〈スパンクリート事業〉
工場の生産コスト低減には一定の成果は挙がったものの、原材料費の価格上昇分の販売価格への転嫁
が進まず、結果として低粗利物件を多く手掛けることになったため、売上高２１億２千７百万円（前年同期
比１６．７％増）、営業損失５千６百万円（前年同期営業損失１億２千４百万円）となりました。

〈不動産事業〉
賃貸ビルの稼動状況は引き続き高水準を維持しているものの若干稼働率が減少したため、売上高１億
２千５百万円（前年同期比６．４％減）、営業利益６千９百万円（同１．６％減）となりました。



生産・出荷・売上　数量比較
単位：千㎡

（注）子会社プレテック㈱からの仕入売上が含まれています。

０４年９月中間期 ０５年９月中間期 増減

生   産 １９２ ３００ １０８

出   荷 １７５ ２９０ １１５

他社仕入出荷 ３７ ６７ ３０

売   上 ２７６ ３６２ ８６



主要工事実績

トーハン桶川新築工事 48,000 ㎡

パークシティモアナヴィラ新浦安 34,000 ㎡

ガレリアグランデ新築工事 32,000 ㎡

プラウドシティ東林間 15,000 ㎡

長野電子工業㈱千曲工場 11,000 ㎡

クリオレミントンハウス知事公館前新築工事 10,000 ㎡

パレステュディオ西新宿７丁目新築工事 8,500 ㎡

日本化薬統合研究棟建設工事 6,800 ㎡

㈱東京インテリア家具鹿沼新物流センター 6,700 ㎡



連結中間営業成績及び財政状態
０４年９月中間期 ０５年９月中間期 増　　　減

売上高（百万円） １，９５６ ２，２５２ ２９６

営業利益（百万円） ▲６０ ６ ６６

経常利益（百万円） １０ ７９ ６９

中間純利益（百万円） ▲３ ７３ ７６

１株当たり中間純損益（円） ▲０．８８ １８．８８ １９．７６

総資産（百万円） １０，６４６ １０，５７３ ▲７３

純資産（百万円） ７，８９０ ８，０８４ １９４

１株当たり純資産額（円） ２，０８８．９２ ２，０６８．５９ ▲２０．３３

自己資本比率（％） ７４．１ ７６．５ ２．４

営業キャッシュフロー（百万円） ２２１ ６ ▲２１５

投資キャッシュフロー（百万円） １６３ １８８ ２５

財務キャッシュフロー（百万円） ▲２２９ ▲５４ １７５

現金同等物残高(百万円） ２，０１７ １，７２８ ▲２８９
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比較中間連結損益計算書
０４年９月中間期 ０５年９月中間期 増減 摘要

売上高 １，９５６ ２，２５２ ２９６ 売上数量が前期比３１％増加しました

　　売上原価 １，７０２ １，９５４ ２５２

　　一般管理販売費 ３１３ ２９２ ▲２１

営業利益 ▲６０ ６ ６６

営業外収益 ８２ ９６ １４ 余資運用の収益が好調でした

営業外費用 １１ ２３ １２

経常利益 １０ ７９ ６９

特別損益 ― ６４ ６４
役員退職慰労金制度の廃止に伴う
引当金の一部取崩し益を計上しました

税引前中間純損益 １０ １４４ １３４

法人税・住民税 １ ６ ５

法人税等調整額 １２ ６３ ５１

中間純損益 ▲３ ７３ ７６

単位：百万円



比較中間連結貸借対照表（資産）
単位：百万円

０４年９月中間期 ０５年９月中間期 増減 摘要

流動資産 ４，３４２ ４，３８８ ４６

　　現金及び預金 １，４０３ １，２７４ ▲１２９

　　売掛債権 ９６２ １，５１３ ５５１ 手形は全て期日取立てしております

　　有価証券 ７３４ ４５４ ▲２８０

　　棚卸資産 １，１５１ １，０１３ ▲１３８

　　その他 ９２ １３４ ４２

固定資産 ６，３０３ ６，１８４ ▲１１９

　有形固定資産 ４，８２６ ４，８８５ ５９

　　建物・機械 １，６６９ １，６８８ １９

　　土地 ３，１１４ ３，１６２ ４８
02/3期に土地の再評価を行って
います

　　その他 ４３ ３３ ▲１０

　無形固定資産 ７６ ５８ １８

投資その他 １，４００ １，２４１ ▲１５９

　　投資有価証券 ８２５ ９３８ １１３

　　その他 ５７５ ３０３ ▲２７２
０５年３月期四日市土地（日本プレ
キャスト㈱）の担保処分が終わりま
したので減少しました

資産合計 １０，６４６ １０，５７３ ▲７３



比較中間連結貸借対照表
（負債・資本） 単位：百万円

０４年９月中間期 ０５年９月中間期 増減 摘要

流動負債 ２，０９７ １，９３３ ▲１６４

　　買掛債務 １７６ ２０３ ２７ 支払手形は発行しておりません

　　短期借入金 １，３５７ １，３５７ ０

　　未成工事受入金 ３２７ １０４ ▲２２３ 未成工事が減少しております

　　その他 ２３７ ２６９ ３２

固定負債 ６５７ ５５５ ▲１０２

　　長期借入金 ８５ ２８ ▲５７ 約定返済により減少しています

　　その他固定負債 ５７２ ５２７ ▲４５

負債合計 ２，７５５ ２，４８８ ▲２６７

資本の部 ７，８９０ ８，０８４ １９４

　　資本金 ３，２６８ ３，２９５ ２７

　　資本剰余金 ３，６２９ ３，６５７ ２８

　　利益剰余金 １,００１ １,１０８ １０７

　　土地再評価差額金 １７２ １７２ ０
02/3期に土地の再評価を行って
おります

　　株式等評価差額金 ８９ １２７ ３８ 株価の上昇等により増加しました

　　自己株式 ▲２７０ ▲２７８ ▲８
自己株式を約５９万株保有して
おります

負債・資本合計 １０，６４６ １０，５７３ ▲７３

ストックオプションの行使があり、
増加しました



中間連結事業別概況
単位：百万円

部門 ０４年９月中間期 ０５年９月中間期 増減

売上高 １，８２１ ２，１２７ ３０６

営業損益 ▲１２４ ▲５６ ６８

売上高 １３４ １２５ ▲９

営業損益 ７０ ６９ ▲１

売上高 １，９５６ ２，２５２ ２９６

営業損益 ▲６０ ６ ６６

スパンクリート事業

不動産事業

合計



一株あたり純資産と株価推移
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０６年３月期見通し
単位：百万円

０６年３月期見通し

売 上 高 ６，０００

経常利益 ３３０

当期純利益 ２３０

スパンクリート事業・・・引き続き原材料費等の値上げ圧力はあるものの、製品価格改定の
　　　　　　　　　　　　　　ある程度の浸透と生産性の向上等により採算性の改善が漸進する
　　　　　　　　　　　　　　ものと考えております。

不動産事業・・・・・・・・ 安定的な賃貸ビル収入に加え、建設中の八丁堀の分譲マンションが

　　　　　　　　　　　　　　竣工し収益への貢献が見込まれております。




